
モニターアンケート結果報告について

１ 調査概要

目的

区の暮らしや基本構想審議会中間答申に対して、区民目線での意見を聴取する
ため、広聴広報課が管轄するいたばし・タウンモニター、いたばしeモニターの方に
アンケートを実施した。

☞タウンモニターは、一般公募および地域から推薦された区民、eモニターは一般公募および
無作為抽出でご案内を送り、希望された区民により、構成される。ともに任期は2年で、区の
アンケートに回答したり、区政への要望や意見の発信を行う。

概要

調査対象
⑴いたばし・タウンモニター 54名
⑵いたばし・eモニター 200名 計254名

調査方法
⑴いたばし・タウンモニター 郵送またはインターネット回答
⑵いたばし・eモニター インターネット回答

調査期間 令和７年５月２３日（金）～６月１３日（金）

調査項目 区のくらしについて、区の取組について、基本構想中間答申について

回収結果

有効回答数（有効回答率）
⑴いたばし・タウンモニター 42人（７７．８％）
⑵いたばし・eモニター １４１人（７０．５％） 計１８３人（72.0％）

資料3－4

1

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

10代 7件(3.8％)

20代 15件(8.2％)

30代 25件(13.7％)

40代 33件(18.0％)

50代 39件(21.3％)

60代 37件(20.2％)

70代以上 27件(14.8％)

【年齢別回答数・回答比率】



２ 回答内容

板橋区での暮らしについて

あなたは、板橋区で暮らしていて、幸せだと感じますか？（10点満点）

あなたの板橋区に対する「愛着」や「誇り」が、より高まるには、板橋区での暮らし
がどうなればいいと思いますか？ (3つまで回答可)

あなたは、板橋区での暮らしに
「愛着」を感じますか。

（上位１０項目）
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「感じる」
「まあ感じる」

合計 ９１．３％

あなたは、板橋区での暮らしに
「誇り」を感じますか。

「感じる」
「まあ感じる」

合計 ７７．０％
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治安が良く安心して暮らせる

医療・福祉・介護サービスが充実している

子育てしやすい環境である

緑や公園など自然環境に恵まれて

いる、又はまちなみ景観が美しい

にぎわいのある商店街がある

災害（震災や水害）対策が充実している

子どもの教育環境が充実している

図書館など生涯学習の環境が充実している

楽しい祭り・イベントがある

健康づくり・スポーツに

取り組みやすい環境である



大規模イベント

（花火大会、区民まつり、

農業まつり、板橋 City マラソン）

区立美術館

ボローニャ絵本館・

中央図書館

こども動物園な

ど特色ある公園

熱帯環境植物館

あずさわ
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荒川河川敷など緑

豊かな自然

ハッピーロード大山商店街・

遊座大山商店街など

都内有数のにぎわいのある商店街

光学の板橋

植村冒険館、

火薬製造所跡

教育の板橋

エコポリス板橋

SDGs 先進度

都内１位

共働き子育てしやすい街として

都内１位と評価された子育て環境

23区随一の

豊富な医療機関

その他
(下記参照)

区の情報発信について

「伝わっている」
「まあ伝わっている」

合計 ４１．２％

あなたは、区からの情報が
十分に伝わっていると思いますか。

あなたは、板橋区に関する情報を
どのように得ていますか。

（上位5項目）
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すでにブランドに「なっている」と考えるものと「なりうる」と考えるもの
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選択肢中からそれぞれ最大３つまで回答。重複した回答も可。
図は、それぞれの設問中のポイントを偏差値にしたもの。赤線は、偏差値50

〇図の右上に位置する「大規模イベント」「商店街」 「医療機関」「絵本館・中央
図書館」は、十分にブランドになりうると考えられており、すでにブランドと
しての認知度もあると考えられている。

〇図の左上に位置する「子育て環境」や「SDGs」「教育の板橋」は、ブランドに
なりうると考えられているが、ブランドとしての認知度はまだそれほど高く

   はないと考えられている。
〇その他回答
 （ブランドに「なっている」）都心へのアクセス・高齢者の住みやすさ・緑が多い
（ブランドに「なりうる」）子育て支援・治安・河川沿いの桜・ときわ台住宅街・
光学と産業（印刷や製本）・若い世代の住環境・ごみ焼却炉・伝統芸能・仲宿・
いたばしPay



板橋区基本構想審議会中間答申について

次期基本構想では、概ね１０年後の将来像を９つの視点から掲げています。
９つの視点からの区の取組についてあなたの、
満足度（区のこれらの政策の取組状況について、どの程度満足感があるか）
重要度（区がこれらの政策に取り組んでいくことが、どの程度重要と考えるか）
をそれぞれご回答ください。（１０点満点）

〇「子ども・若者」「防災・危機管理」「福祉・介護」「健康」の４つは、満足度・重要度
ともに平均を上回り、相対的に重要度が高いと考えられている中で、ある程度
の満足度を得られていると考えられている。

〇「緑・環境」「スポーツ・文化」の２つは、重要度は平均を下回り、相対的な重要度
   は低いと考えられている中で、ある程度の満足度を得られていると考えられて
いる。

〇「教育」は、重要度は平均を上回り、相対的に重要度が高いと考えられている一
方、満足度は低いと考えられている。
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板橋区基本構想中間答申で気づいた点があれば自由にお書きください。

中間答申の内容にとどまらず、区の取組や日々の暮らしで感じていること等、多
岐にわたって記載いただきました。多くいただいた意見や特徴的な意見をまとめ
ます。
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１ 中間答申の内容に関する意見

〇理念は素晴らしい、具体性に欠けるため、計画での具体化を望む
〇区の魅力が区内外に伝わっていない
〇板橋らしさとは？「板橋ブランド」の確立は重要と考える

２ 区の取組や日々の暮らしで感じていること

    【地域間格差の指摘】

〇区役所や文化施設へ行くのに1時間以上かかる地域がある
〇駅から遠い地域では高齢者の外出が困難になっている

☞公共施設の配置バランスの是正、コミュニティバスなど交通網の不足
行政サービス・医療・福祉サービスへのアクセシビリティ格差

【外国人との共生】

〇外国人住民の増加は区の活力になる
〇多言語対応の充実で国際的な区へ、外国人の子どもへの教育支援強化
〇異文化交流イベントを増やし相互理解を深めるべき

一方で・・・

〇コミュニケーション不足が地域の分断を生んでいる
〇ゴミ出しルールなど生活習慣の違いによるトラブルの増加
〇外国人集住地域での治安悪化

【コミュニティ形成の課題】

〇町会役員の高齢化が深刻で、後継者がいない
〇マンション住民の町会加入率が低く、地域活動が成り立たなくなっている
〇隣に誰が住んでいるかも知らない状態で災害時が心配
〇単身世帯が増え、孤立死のリスクの高まり

【区政情報の周知不足】

〇広報いたばしを読んでいない区民が多い
〇区のSNSの存在を知らない
〇パブリックコメントの機会があることを初めて知った
〇利用できる福祉サービスを知らずに困っている人がいる
〇区の施設やイベントを知る機会がなく、隣接区の施設を利用している

☞多様な媒体を活用（デジタルとアナログの併用）した情報発信
ターゲット層に応じた情報提供方法の工夫
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